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就職活動における情報探索方略使用の縦断的検討 

小菅清香（学習院大学大学院） 
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目   的 

就職活動とは企業からの内定獲得および就職達
成に向け，動機づけや活動方略を自らで制御する
自己調整過程である。中でも情報探索方略は内定
に大きく寄与する要因として，現在までに焦点型
方略，探索型方略，場当たり型方略の3つが認めら
れている(Stevens &Turban, 2001）。しかし本概念
は「情報探索のタイプの違い」として概念化され
た背景から，現状では類型論的な扱いにとどまり，
活動過程での変化を捉えた研究がない。したがっ
て本調査では，4時点の縦断調査から個人の就職活
動過程において使用される情報探索方略の変化を
検討することを目的とした。 

 
方   法 

調査協力者 関東圏内の私立大学 2 校に通う就
職活動中の大学 3 年生 110 名（調査期間中に 4 年
生へ進学）のうち，全 4 回の調査に参加し，回答
に不備のなかった 78 名を分析対象とした（男性
53 名，女性 25 名；平均年齢 21.3 歳，SD＝0.8）。 

調査時期と手続き 心理学講義受講者に調査
協力の依頼をし，同意を得られた学生にWeb上で
の回答を依頼した。計4回の調査（T1：2016年3月
下旬～5月，T2：6月下旬～7月，T3：8月下旬～9
月，T4：10月下旬～12月）に，参加者が自身のPC
もしくはスマートフォンを利用して回答した。 

調査内容 ①内定獲得数，②情報探索方略：
Stevens & Turban（2001）の焦点型方略（例「私の
情報収集努力は特定の職業に焦点化している」），
探索型方略（例「私は集められる全ての企業につ
いて，できる限りの情報を集める」），場当たり型
方略（例「私は職業を探すときこれといったプラ
ンをもっていない」）の計 16 項目を邦訳し使用。
「以下の質問は○月現在（調査時点）のあなたの
行動にどのくらい当てはまりますか」と教示し，5
件法で回答させた。 

結   果 
各調査時点での内定状況は Table1 に示した。 

Table1 各調査時点での内定状況（人）

 
方略について，場当たり型方略と探索型方略の

使用は T1 から T4 にかけて有意に減少しており，
焦点型方略の使用は T1 から T2 にかけて有意に増
加し，その後維持された（Table2，Figure1 参照）。 

Table 2 情報探索方略得点の分散分析結果 

Figure1 各調査時点での情報探索方略得点 
Table3 の情報探索方略の相関については，時点

の異なる同方略間で有意に高い正の相関を示した。 
Table 3 各調査時点での情報探索方略の相関 

考   察 
公的な説明会開始期の T1 から，面接開始期の

T2 にかけ内定獲得者が急増した。T1 では志望企
業同定のために場当たり型と探索型という模索的
な 2 方略が使用され，T2 では志望企業が明瞭にな
ったことで先の 2 方略の使用が減る一方，焦点型
方略の使用が増加したものと推察される。以上か
ら活動進捗により用いられる方略は異なり，個人
内の活動過程としては幅広い探索から狭い探索へ
と移行することが示された。ただし同方略間での
相関の高さからは，活動過程中に同じ方略が継続
使用されやすい可能性も示唆された。活動の仕方
として，場当たり型方略のように非効率とされる
方略を使用し続けるのは，内定獲得のために適切
とはいえない。今後は方略変化の規定因の検討に
加え，同じ方略を継続するもしくは変えることの
いずれが内定獲得を導くかを検討する必要がある。 

T1 T2 T3 T4
内定無 73(93.6%) 28(35.9%) 18(23.1%) 8(10.3%)

内定有 5(6.4%) 50(64.1%) 60(76.9%) 70(89.7%)
注. （ ）内は各調査での全体に対する各セルの割合（%）を示す。

1.T1場当たり型

2.T1探索型 -.14

3.T1焦点型 -.11 .00

4.T2場当たり型 .51 *** -.01 .07

5.T2探索型 -.14 .63 *** .07 -.01

6.T2焦点型 .00 -.10 .50 *** -.14 -.15

7.T3場当たり型 .54 *** -.06 .05 .68 *** -.07 -.15

8.T3探索型 .15 .54 *** -.04 .20 .64 *** -.26 * .29 *

9.T3焦点型 .10 -.10 .43 *** .00 -.15 .35 ** .09 .18

10.T4場当たり型 .52 *** -.19 .13 .57 *** -.26 * .13 .68 *** .11 .20

11.T4探索型 -.11 .40 *** .20 .09 .35 *** -.08 .14 .57 *** .03 .19

12.T4焦点型 -.13 -.15 .51 *** -.10 -.12 .50 *** -.16 -.10 .39 *** .22 .30 ***

―

―

―

―

注. *p <.05 , **p <.01 , ***p <.001
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6 7 8 9 101 2 3 4 5

探索方略 T1 T2 T3 T4 検定統計量 多重比較

3.33 2.93 2.86 3.05 F (3,216)=10.17
*** T1＞T2, T1>T3, T1>T4

(0.81) (0.79) (0.85) (0.97)

3.32 3.09 3.25 2.97 F (3,216)=6.93
*** T1＞T2, T1>T4, T3>T4

(0.68) (0.68) (0.73) (0.86)

3.21 3.46 3.42 3.31 F (3,216)=3.21* T1<T2

(0.81) (0.61) (0.64) (0.82)
注1. 上段：平均値, 下段：標準偏差

注2. *p <.05 , ***p <.001
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